
JIS A 6519※「体育館用鋼製
床下地構成材」9.6(床の硬さ試
験)に準拠
転倒衝突時の床の硬さ測定装
置を用い、床材の上にゴム板を
置き、高さ20 cmから重量
3.85kgの成人男子の頭部モ
デルを自由落下させ、床に衝突
した時の加速度の最大値を測
定します。

シートとドレーンレールの上で運搬用台車を
一定速度で通過させ、そのとき発生する
最大音の測定を実施しました。

タキストロン+ナイスレイシートでは最大30G、タキストロン 
プラスケアでは最大51Gの改善がみられます。
これら転倒衝突事故の中には床材のもつ衝撃吸収性により緩
和できる場合があります。

試験結果試験方法 ※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※試験結果は予告なく変更される場合があります。

試験結果試験方法 ※当社基準による評価
※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※試験結果は予告なく変更される場合があります。

※JIS改訂により、最大加速度の単位表記が G から m/s2 に変更されました。

衝撃吸収性

頭部モデル

加速度計

ゴム板床仕上材

つり金具
鋼製フレーム

重錘
（1.34kg）

20cm

落下

R：外径　t：厚さ　b：幅

寸法（mm） 重量（kg） たわみ剛性（kg/cm）

3.85 1.71 2.12×103
R＝216.3
t＝8.2
b＝40.0

モデルの
全重量（kg）

フレーム

マンションの開放廊下や学校、幼稚園、老人ホーム等で、滑ったり、つまづくことにより転倒し、身体各部、特に頭部、顔、ひざ、ひじ、腰などに障害
事故が発生する場合があります。転倒時には床材の衝撃吸収性能によって安全性が左右されます。

マンションの共用廊下では台車の通行やキャリーバッグを持って移動するときに発生する音が居住者にとって気になるものです。
タキロンシーアイのノンガタンシステム（プラスケアXG＋ドレーンレールプラスG） は台車等が排水用のドレーンレールを通過する際の
衝撃音をやわらげる効果があります。

人間の頭部をモデル化した装置を用い、転倒衝撃時の安全性からみた床の硬さで測定しました。　
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衝撃吸収性

良い 悪い

コンクリート
タキストロン 2.5mm

タキストロン 2.5mm＋ナイスレイシート
タキストロン 2.9mm

タキストロン 2.9mm＋ナイスレイシート

プラスケアWJ  5.0mm
プラスケアXG  3.5mm

プラスケアCJ  5.0mm
104104プラスケアMJ  5.0mm

転倒衝突時の
床のかたさの測定装置

プラスケアMJ 5.0mm
プラスケアCJ 5.0mm
プラスケアWJ 5.0mm
プラスケアXG 3.5mm
タキストロン 2.9mm＋ナイスレイシート 3.0mm
タキストロン 2.9mm
タキストロン 2.5mm＋ナイスレイシート 3.0mm
タキストロン 2.5mm
コンクリート

発音性

（dB）90

70

50

従来品イメージ ドレーンレールプラスG

従来シート+従来ドレーン ノンガタンシステム
（プラスケアXG + ドレーンレールプラスG）

試験データ（台車通過音）

運搬用
台車

ドレーンレール
プラスG

プラスケア
XG

騒音測定器
試験方法

15dB
低減

＜自社法＞

分光光度計にて、300～2500nmの波長範囲の分光反射率を測定。　JIS K 5602（塗膜の日射反射率の求め方）に準拠

2.表面温度測定

ＪＩＳ Ｋ ５６０２（塗膜の日射反射率の求め方）準拠
シートの分光反射率を測定し、表面の色に影響されない、近赤外領域（波長７８０～２５００ｎｍ）の反射率から
赤外線反射率として算出します。

試験方法

試験結果 ※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※試験結果は予告なく変更される場合があります。
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試験結果
※当社基準による評価
※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※試験結果は予告なく変更される場合があります。
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＜自社法＞
23℃に調整した室内にて、コンクリート板の上に
シートサンプルを置き、40cm上からランプ（レフ
ランプ、180W）を照射。60分後のシート表面温度
の平均値をサーモグラフィ（TH9100WR、
NEC/Avio）にて測定します。
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遮熱・赤外線反射性 床面の温度上昇を抑える機能
を持つ床材であることを示し
ています。 遮熱
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試験データ
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法規関連
P.218

工法・下地
P.229

施工手順
P.247

接着剤・
副資材
P.314

副資材
品番一覧
P.328

メンテナンス・
注意
P.333




